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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス医療装置において、
　患者の生理学的データをモニタするセンサ及び患者に治療を提供するアクチュエータの
少なくとも一方と、
　モニタされた生理学的データ及び提供された治療の少なくとも一方に関連する情報パケ
ットを送信し及び／又は受信するワイヤレストランシーバであって、複数の選択可能な動
作パラメータを有するワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレス医療装置の現在の地理的位置を確かめ、前記現在の地理的位置に関連す
る対応する地理的領域を決定し、前記決定された地理的領域に基づいて前記複数の動作パ
ラメータを規定する複数の動作プロファイルのうち１つに従って前記ワイヤレストランシ
ーバを制御する、ロケーション管理モジュールと、
を有し、
　前記ロケーション管理モジュールは、近傍のワイヤレス医療装置に、前記決定された地
理的領域に対応する動作プロファイルを送信するように、前記ワイヤレストランシーバを
制御する、
ワイヤレス医療装置。
【請求項２】
　複数の動作プロファイルを記憶するプロファイルメモリを更に有し、各動作プロファイ
ルが、少なくとも１つの地理的領域に関連する、前記ワイヤレストランシーバの複数の動
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作パラメータを規定する、請求項１に記載のワイヤレス医療装置。
【請求項３】
　前記動作パラメータは、周波数、デューティサイクル、帯域幅及び最大送信電力の少な
くとも１つを含む、請求項１に記載のワイヤレス医療装置。
【請求項４】
　前記ワイヤレス医療装置の前記現在の地理的位置を決定し、前記ロケーション管理モジ
ュールに前記現在の地理的位置を送る全地球測位モジュールを更に有する、請求項１又は
２に記載のワイヤレス医療装置。
【請求項５】
　対応する地理的領域を前記ロケーション管理モジュールに入力するように動作されるユ
ーザ入力部を更に有する、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のワイヤレス医療装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の複数のワイヤレス医療装置と、
　前記複数のワイヤレス医療装置をインフラストラクチャネットワークとインタフェース
するワイヤレスハブと、
　前記モニタされた生理学的データを受信するとともに、アクチュエータを制御して治療
を提供するためのアクチュエータ制御信号を送信するために、前記複数のワイヤレス医療
装置と通信するワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレスハブの現在の地理的位置を確かめ、前記複数のワイヤレス医療装置の少
なくとも１つに、前記現在の地理的位置及び前記現在の地理的位置に関する動作プロファ
イルの少なくとも一方を送信するように、前記ワイヤレストランシーバを制御するロケー
ション管理モジュールと、
　前記ワイヤレス医療装置に関連する情報パケットを送受信するために前記インフラスト
ラクチャネットワークと通信するインフラストラクチャトランシーバと、
を有するワイヤレス患者エリアネットワーク。
【請求項７】
　前記ワイヤレストランシーバ及び前記インフラストラクチャトランシーバが同一のトラ
ンシーバである、請求項６に記載のワイヤレス患者エリアネットワーク。
【請求項８】
　前記ワイヤレスハブが、前記ワイヤレスハブの前記現在の地理的位置を決定し、前記現
在の地理的位置及び前記現在の地理的位置に関する動作プロファイルの少なくとも一方を
、前記ロケーション管理モジュールに送る全地球測位モジュールを更に有する、請求項６
乃至７のいずれか１項に記載のワイヤレス患者エリアネットワーク。
【請求項９】
　患者エリアネットワークの方法であって、
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の複数のワイヤレス医療装置及び請求項６乃至８
のいずれか１項に記載のワイヤレスハブを有するワイヤレス患者エリアネットワークを形
成するステップと、
　前記ワイヤレスハブを通じて、前記複数のワイヤレス医療装置をインフラストラクチャ
ネットワークとインタフェースするステップと、
を含む方法。
【請求項１０】
　前記ワイヤレスハブの現在の地理的位置を確かめるステップと、
　前記確かめられた地理的位置に従って、対応する地理的領域を決定するステップと、
　前記決定された地理的領域に基づいて、前記複数の動作プロファイルのうち１つに従っ
て動作するように前記ワイヤレス医療装置の前記ワイヤレストランシーバを制御するステ
ップと、
　近傍のワイヤレス医療装置に、前記決定された地理的領域に対応する動作プロファイル
を送信するように、前記ワイヤレストランシーバを制御するステップと、
を含む、請求項９に記載の方法。
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【請求項１１】
　ワイヤレス医療装置の作動方法であって、
　患者の生理学的データをモニタすること又は患者に治療を提供することの少なくとも一
方を行うステップと、
　複数の選択可能な動作パラメータを有するワイヤレストランシーバを通じて、前記モニ
タされた生理学的データ及び前記提供された治療の少なくとも一方に関連する情報パケッ
トを、ワイヤレスで送信し及び／又は受信するステップと、
　前記ワイヤレス医療装置の現在の地理的位置を確かめるステップと、
　前記現在の地理的位置に関連する対応する地理的領域を決定するステップと、
　前記決定された地理的領域に基づいて、前記複数の動作パラメータを規定する複数の動
作プロファイルのうち１つに従って動作するように前記ワイヤレストランシーバを制御す
るステップと、
　近傍のワイヤレス医療装置に、前記決定された地理的領域に対応する動作プロファイル
を送信するように、前記ワイヤレストランシーバを制御するステップと、
を含む方法。
【請求項１２】
　前記複数の動作プロファイルを記憶するステップを更に含み、各動作プロファイルが、
少なくとも１つの地理的領域に関連する、前記ワイヤレストランシーバの複数の動作パラ
メータを規定する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ワイヤレス医療装置の前記現在の地理的位置を決定し、前記現在の地理的位置を送
るステップ、又は、
　対応する地理的領域を手動で決定し、前記ロケーション管理モジュールに前記対応する
地理的領域を送信するステップ、
を更に含む、請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記動作パラメータは、周波数、デューティサイクル、帯域幅及び最大送信電力の少な
くとも１つを含む、請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　複数のワイヤレス医療装置をインフラストラクチャネットワークとインタフェースする
ワイヤレスハブにおいて、
　前記複数のワイヤレス医療装置によりモニタされた生理学的データを受信するとともに
、アクチュエータを制御して治療を提供するためのアクチュエータ制御信号を送信するた
めに、前記複数のワイヤレス医療装置と通信するワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレスハブの現在の地理的位置を確かめ、前記複数のワイヤレス医療装置の少
なくとも１つに、前記現在の地理的位置及び前記現在の地理的位置に関する動作プロファ
イルの少なくとも一方を送信するように、前記ワイヤレストランシーバを制御するロケー
ション管理モジュールと、
　前記ワイヤレス医療装置に関連する情報パケットを送受信するために前記インフラスト
ラクチャネットワークと通信するインフラストラクチャトランシーバと、
を有するワイヤレスハブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、ワイヤレス装置に関する。特に、本発明は、患者の生理学的パラメータをモニ
タし、制御システムに、検知されたパラメータに関するデータを送信する、ボディエリア
ネットワーク（ＢＡＮ）又は患者エリアネットワーク（ＰＡＮ）のようなワイヤレスセン
サネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　患者は、従来、ワイヤによって基地局に接続される検知ユニットを使用してモニタされ
る。これらのワイヤは、患者の移動性を妨げ、据え付けが労働集約的であった。患者の移
動性を改善し、据え付けを容易にし、ワイヤの混乱を排除するために、ワイヤレス検知ユ
ニットが開発された。ある患者は、例えばＥＣＧ、ＳｐＯ２、血圧、血糖等の生理学的パ
ラメータの連続的なモニタリングを必要とする。コミュニティを動き回るには十分ではあ
るが、患者は、生理学的パラメータの連続的なモニタリングを容易にするために病室、病
棟、回復室又は彼らの家に制限されていた。これらの領域から出るためには、患者は、モ
ニタされない状態になる。
【０００３】
　患者の生理学的パラメータを彼らの活動を抑制することなく連続的にモニタするために
、可能な限り軽量且つ小型であるとともに、互いに及び基地局とワイヤレス通信すること
が可能であるセンサを、患者の身体上に取り付けることが可能であることが望ましい。ボ
ディエリアネットワーク（ＢＡＮ）は、一般に装着可能であり又は人間身体に埋め込み可
能であるセンサである複数のノードを含む。ノードは、バイタル身体パラメータ及び／又
は動きをモニタし、ワイヤレス媒体を通じて互いに通信する。ノードは、身体からの生理
学的データを制御ユニットへ送信することができ、生理学的データは、制御ユニットから
、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、セルラネット
ワーク等を通じて、病院、クリニック、その他の場所へリアルタイムに伝送されることが
できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ワイヤレス技術は、これらの装置の間の、便利で且つ控え目な接続を提供する。エネル
ギー効率的であり、信頼性が高く、低コストで、高レートのワイヤレス技術の進歩によっ
て、さまざまなワイヤレスコンシューマ電子装置が、我々の日々の生活の不可欠な一部に
なっている。これらの装置の多くについての可搬性の性質のため、装置が動作することが
認可されている領域を越えるそれらの広がりの見込みが、大幅に増加している。特に、さ
まざまな生理学的パラメータをモニタし制御するために、人間の身体内、身体上及び身体
周辺で動作するように設計されるワイヤレス医療センサ装置が、人間によって広域的に携
帯されることが予期される。平均的な人間は、ワイヤレス装置の使用を支配する複雑な規
制を認識する見込みがない。これは、ポータブルワイヤレス装置が、ローカル規制に従う
ようにそれら自体を再構成するための手段を有しなければならないことを意味する。
【０００５】
　ワイヤレスＢＡＮを設計するための要求は、エネルギー効率的で、信頼性が高く、低コ
ストで、高レートのワイヤレス接続を維持し、ラジオスペクトルの使用に関する地政学的
な規制要求を厳守しながら、ノード間の便利で控え目な接続を提供することを含む。規制
要求は、例えば周波数帯域の使用、デューティサイクルの制限、帯域幅、最大送信電力制
限、特定の吸収レート等の技術的要求の準拠を命じる。しかしながら、これらの規制要求
は、世界的に調和されていない。例えば、４３３．０５－４３４．７９ＭＨｚバンドは、
米国ではなくヨーロッパにおいて、ライセンスフリーの産業科学医療用（ＩＳＭ）バンド
として指定されている。他方、９０２－９２８ＭＨｚバンドは、ヨーロッパではなく米国
においてライセンスフリーのＩＳＭバンドとして指定されている。従って、１つの領域で
動作することが認可されているワイヤレス装置が、別の領域で動作することが法的に認可
されないことがある。装置によって使用されるスペクトルが世界的に利用可能な場合でさ
え、送信電力、デューティサイクル及び他の制約が、それぞれの異なる領域において異な
ることがあり、それにより、境界をまたぐワイヤレス装置の自由な移動を妨げうる。
【０００６】
　これらの装置の多くについての可搬性の性質と、日々の生活の中への期待される組み込
みのため、ワイヤレスＢＡＮ装置が動作することを認可される領域を越えてそれらが広域
的に携帯される可能性は、平均的な患者が当該領域でのワイヤレス装置の使用を支配する
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ローカル規制を認識する見込みがないことを理解しながら、計画されるべきである。これ
は、患者に重要なリスクを課す。その理由は、ワイヤレス装置の非準拠、無認可の使用が
、装置間のワイヤレス送信機能を損なわせることがあり、これは、検知及び／又は治療機
能を妨害しうるからである。ワイヤレス送信のローカル規制要求を満たすようにワイヤレ
ス送信パラメータを調整するためのワイヤレスＢＡＮ及びワイヤレスポータブル装置の必
要が存在する。
【０００７】
　本願は、上述の問題及びその他を克服する、ロケーションベースのワイヤレス患者モニ
タリング及び治療提供のための新しく改善された方法及びシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　１つの見地によれば、ワイヤレス医療器具が提示される。ワイヤレス医療装置は、患者
の生理学的データをモニタするセンサ及び患者に治療を提供するアクチュエータの少なく
とも一方を含む。複数の選択可能な動作パラメータを有するワイヤレストランシーバは、
モニタされた生理学的データ及び提供された治療の少なくとも一方に関する情報パケット
を送信及び／又は受信する。ロケーション管理モジュールは、ワイヤレス医療装置の現在
の地理的位置を確かめ、現在の地理的位置に関連する対応する地理的領域を決定する。ロ
ケーション管理モジュールは、決定された地理的領域に基づいて、複数の動作プロファイ
ルのうち１つに従って動作するようにワイヤレストランシーバを制御する。
【０００９】
　別の見地により、医療情報をワイヤレスで送信する方法が提示される。方法は、患者の
生理学的データをモニタすること及び患者に治療を提供することの少なくとも一方を含む
。モニタされた生理学的データ及び提供された治療の少なくとも一方に関連する情報パケ
ットは、ワイヤレストランシーバを通じてワイヤレスで送信され及び／又は受信される。
ワイヤレス医療装置の現在の地理的位置が確かめられ、現在の地理的位置に関連する対応
する地理的領域が決定される。ワイヤレストランシーバは、決定された地理的領域に基づ
いて、複数の動作プロファイルのうち１つに従って動作するように制御される。
【００１０】
　１つの利点は、ワイヤレス医療装置が、地理的位置に関係なく、ワイヤレス送信に関す
るローカル規制要求への準拠を維持することである。
【００１１】
　本発明の更に別の利点は、以下の詳細な説明を読み理解することによって当業者により
理解されるであろう。
【００１２】
　本発明は、さまざまな構成要素及び構成要素の取り合わせ並びにさまざまなステップ及
びステップの取り合わせの形をとりうる。図面は、単に好適な実施形態を例示するために
あり、本発明を制限するものとして解釈されるべきでない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】医療ワイヤレスネットワークの概略図。
【図２】図１のワイヤレス医療装置の１つの詳細図。
【図３】図１のハブ医療装置の概略図。
【図４】動作方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１を参照して、複数のワイヤレス医療装置は、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡ
Ｎ）又はボディエリアネットワーク（ＢＡＮ）１３を形成するハブ医療装置１０及び複数
の他のワイヤレス医療装置１２を有し、かかる装置は、身体の近くに配置され、さまざま
な生理学的パラメータのモニタ及び記録、治療の提供等を行う。ワイヤレス医療装置１２
は、ハブ医療装置１０とワイヤレスで通信する。さまざまなワイヤレス医療装置１２が企
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図され、例えば、関連する電子モジュール１６に接続される内耳センサ１４でありうる。
内耳センサ１４は、温度、血圧、脈拍数等を測定するために患者の耳内に少なくとも部分
的に配置される。別の例として、ワイヤレス医療装置１２は、検知された信号を測定し解
釈する電子モジュール２０に接続される複数のＥＣＧセンサ又は電極１８を有するＥＣＧ
モニタを含みうる。別の例として、ＳｐＯ２センサ２２は、血液酸素及び脈拍数を検知し
、血液酸素及び脈拍数は、関連する電子モジュール２４によって通信される。別の例とし
て、注入ポンプ又は他のアクチュエータ２６が、関連する電気モジュール２８からの電気
信号の制御下において、患者身体に薬剤を注入し、他のやり方で投与する。生理学的パラ
メータを検知し又は治療を提供する他のワイヤレス医療装置１２は、ペースメーカ、補聴
器、視力支援具、義手義足、人工器官等を含む。
【００１５】
　ワイヤレスハブ１０は、ワイヤレス医療装置１２から受信した信号を、インフラストラ
クチャネットワーク３０を通じて、例えばコンピュータワークステーション、セルラ電話
、パーソナルデジタルアシスタント、タブレットコンピュータのような他のワイヤレス医
療装置２９に伝送する。ハブ装置は、ワイヤレス医療装置１２の専用のハブであり、又は
例えばセルラ電話、パーソナルデジタルアシスタント、タブレットコンピュータ等の多機
能装置でありうることが理解されるべきである。ハブとワイヤレスネットワーク３０との
間の通信は、ＩＥＥＥ８０２．１１標準に基づくワイヤレスローカルエリアネットワーク
（ＬＡＮ）を通じて、セルラネットワークのようなワイヤレス広域ネットワーク（ＷＡＮ
）を通じて、キャンパスエリアネットワーク（ＣＡＮ）を通じて、メトロポリタンエリア
ネットワーク（ＭＡＮ）を通じて、又は相対的に高いＲＦ送信を通じて、その他により行
われうる。
【００１６】
　ワイヤレス医療装置１２及びハブ１０は、さまざまなコンフィギュレーションにおいて
、互いに対話することができる。例えば、スター型ネットワークでは、ワイヤレス医療装
置１２の各々は、ハブ医療装置１０と直接通信する。ハブ装置は、装置１２からアクノリ
ッジメント信号又はビーコン信号を受信して、ハブ１０から情報パケット、制御信号等を
送受信することを予期して装置１２を同期させる。メッシュネットワークでは、装置１２
は、互いに及びハブ１０と直接通信する。装置１２のいくつかは、ハブ１０と直接通信す
ることができ、又はそれらは、例えばコンピュータ、ＰＤＡ、移動電話等の他の装置を通
じて、ハブ１０と通信することができる。これらの他の装置は、ハブ１０ではなくインフ
ラストラクチャネットワーク３０を通じて又は直接に、他のワイヤレス医療装置２９と通
信することもできる。
【００１７】
　図２を参照して、各々のワイヤレス医療装置１２は、患者の生理学的データをモニタす
るセンサ１４、１８、２２又は患者に治療を提供するアクチュエータ２６、の少なくとも
一方を含む。各センサ、アクチュエータ又はそれらの組み合わせに関連する電子モジュー
ル２０、２４、２８は、送信器４２及び受信器４４をもつワイヤレストランシーバ４０を
有する。ワイヤレストランシーバ４０は、モニタされた生理学的データ及び／又は提供さ
れた治療の少なくとも一方に関連する情報パケットを、近傍のワイヤレス医療装置１２及
びワイヤレスハブ１０の少なくとも一方に送信し／そこから受信する。各ワイヤレストラ
ンシーバは、例えば周波数、デューティサイクル、帯域幅、最大送信電力等の選択可能な
複数の動作パラメータを有する。
【００１８】
　各々のワイヤレス医療装置１２は、ロケーション管理モジュール４６を含む。ロケーシ
ョン管理モジュール４６は、ワイヤレス医療装置１２の現在の地理的位置を確かめ、現在
の地理的位置に関連する地理的領域を決定する。ワイヤレス医療装置の、例えば北米、欧
州、アジア、南米等の地理的領域を追跡することは、トランシーバ４０の動作が、当該領
域に関するワイヤレス送信のローカル規定要求を遵守することを確実にする。各々の地理
的領域は、少なくとも１つの動作プロファイルに関連する。各々の動作プロファイルは、
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地理的領域に関連するワイヤレストランシーバ４０の複数の動作パラメータを規定する。
例えば、米国（ＵＳＡ）の場合、連邦通信委員会（ＦＣＣ）によって命じられるような送
信器４２に関する送信周波数、デューティサイクル、帯域幅及び最大送信電力を規定する
動作プロファイルが規定されている。単一の地理的領域に関する複数の動作プロファイル
が企図されることが理解されるべきである。反対に、単一の動作プロファイルが、複数の
地理的領域に関連しうる。
【００１９】
　地理的領域が決定されると、ロケーション管理モジュール４６は、決定された地理的領
域に基づいて、動作プロファイルの１つに従って動作するように、ワイヤレストランシー
バ４０を制御する。一実施形態において、動作プロファイルは、ワイヤレス医療装置１２
のプロファイルメモリ４８に記憶される。別の実施形態において、動作プロファイルは、
遠隔的に記憶され、ワイヤレスでアクセスされ、又はトランシーバ４０によってワイヤレ
スで受信される。動作プロファイルは、ハブ装置１０のメモリユニットに記憶されてもよ
い。ハブ装置は、動作プロファイルを送信することができ、又はワイヤレス医療装置１２
は、適当な動作プロファイルを要求することができる。代替として、ハブ装置１０及び／
又はワイヤレス医療装置１２は、インフラストラクチャネットワーク３０を通じて、記憶
された動作プロファイルにワイヤレスでアクセスすることができる。この構成において、
動作プロファイルは、ＬＡＮ、ＷＡＮ、ＣＡＮ、ＭＡＮ等の一部であるコンピュータワー
クステーション又はサーバの一部であるコンピュータ可読媒体に記憶される。
【００２０】
　通信モジュール５０は、センサ又はアクチュエータ制御モジュール５２を通じて、セン
サ１４、１８、２２によって検知された生理学的情報を受け取る。制御モジュール５２は
更に、受け取られた情報パケットに従ってアクチュエータ２６の動作を制御するように、
アクチュエータ２６と通信する。通信モジュールは、検知された情報及びアクノリッジメ
ント等の他の送信情報をパッケージして、情報パケットを作成する。通信モジュールは、
ロケーション管理モジュール４６によって示される動作プロファイルをもつパケットを送
信するように、トランシーバ４０を制御する。ワイヤレス医療装置は、トランシーバ４０
の一部として複数の送信器４２を含みうることが理解されるべきである。動作制約は、単
一の送信器が広く互いに異なる周波数で動作することを制限しうる。例えば、単一の送信
器は、提案される２．３６ＧＨｚのＭＢＡＮ周波数及びライセンスフリーの２．４ＧＨｚ
周波数で動作することが可能である。しかしながら、第２の送信器は、ヨーロッパのライ
センスフリーの４３３．０５－４３４．７９ＭＨｚ産業科学医療用（ＩＳＭ）バンドで動
作することが要求されうる。
【００２１】
　一実施形態において、各々のワイヤレス医療装置１２は、対応する地理的領域をロケー
ション管理モジュール４６に入力するように動作される、スイッチ、ボタン、タッチパッ
ド、入力装置等のユーザ入力部５４を含む。スイッチとして、ユーザ入力部５４は、ユー
ザ選択可能な複数の位置を含み、位置の各々は、少なくとも１つの地理的領域に関連する
。ボタンとして、ユーザは、対応する地理的領域を選択するために、ユーザ入力部５４の
複数回のボタン押圧によって循環することができ、又は、ユーザは、各々が少なくとも１
つの地理的領域に関連する複数のボタンのうち１つを選択することができる。ジョイステ
ィック、キーパッド、キーボード、タッチスクリーン、タッチパッド等の他のユーザ入力
部５４が更に企図されることが理解されるべきである。
【００２２】
　別の実施形態において、各々のワイヤレス医療装置１２は、全地球測位衛星から受信さ
れるタイミング信号の三辺測量を使用して、現在の地理的位置を決定する任意の全地球測
位モジュール５６を含む。全地球測位モジュール５６は、ワイヤレス医療装置１２の現在
の地理的位置を決定し、ロケーション管理モジュール４６に現在の地理的位置を送る。現
在の地理的位置から、ロケーション管理モジュール４６は、ワイヤレス医療装置１２が現
在存在している地理的領域を決定する。
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【００２３】
　図３を参照して、別の実施形態において、ワイヤレス医療装置は、ハブ装置１０から現
在の地理的位置をワイヤレスで受信する。ハブ医療装置１０は、ボディネットワークの他
のワイヤレス医療装置と通信する第１のトランシーバ４０'と、インフラストラクチャネ
ットワーク３０と通信する第２のトランシーバ４０"と、を有する。ワイヤレスハブは、
他のワイヤレス医療装置１２のように、生理学的データセンサ及び／又はアクチュエータ
と接続されることができ、又は、単に中央コントローラ又はコーディネータとして、ネッ
トワーク３０へ／から生理学的情報及び／又は治療関連の情報を転送するように機能する
ことができる。ワイヤレス医療装置１２と同様に、ハブ１０は、ハブ１０の現在の地理的
位置を確かめ、現在の地理的位置に関連する地理的領域を決定するロケーション管理モジ
ュール４６'を含む。ロケーション管理モジュール４６'は、決定された地理的領域に基づ
いて動作プロファイルの１つに従って動作するようにワイヤレストランシーバ４０'、４
０"を制御する。ロケーション管理モジュール４６'は、ユーザ入力部５４'、全地球測位
モジュール５６'及びインフラストラクチャネットワーク３０の少なくとも１つを通じて
、現在の地理的位置を受け取る。ユーザ入力部５４'及び同様の全地球測位モジュール５
６'は、ワイヤレス医療装置１２のものと同様に機能する。ユーザは、例えば（図示され
る）スイッチ、ボタン、キーボード、ジョイスティック、キーパッド、タッチスクリーン
、タッチパッド又は他の適切な入力装置等の入力装置を使用して、地理的領域を選択する
ことができる。
【００２４】
　前述したように、ハブ１０は、ワイヤレス医療装置１２及びそれらのトランシーバ４０
並びにハブ１０のトランシーバ４０'、４０"に関する動作プロファイルを記憶するプロフ
ァイルメモリ４８'を含む。規制要求の変更を反映する更新された動作プロファイルは、
トランシーバ４０"を通じて、インフラストラクチャネットワーク３０からワイヤレスで
取得することができる。これは、例えば米国で提案されているＭＢＡＮ帯域のような新し
い周波数帯域が導入される場合にも有利である。他の変更は、周波数帯域レンジ、デュー
ティサイクルの変更、送信電力の変更等を含む。
【００２５】
　通信モジュール５０'、５０"は、それぞれ、ワイヤレス医療装置１２及びインフラスト
ラクチャネットワーク３０に／から情報パケットを送信し、受信する。通信モジュール５
０'は、ロケーション管理モジュール４６'によって示される動作プロファイルをもつパケ
ットを送信するように、トランシーバ４０'を制御する。従って、通信モジュール５０"は
、ロケーション管理モジュール４６'によって示される動作プロファイルをもつパケット
を送信するように、トランシーバ４０"を制御する。ハブユニット１０が、センサ又はア
クチュエータと接続される場合、ハブユニット１０は更に、センサ又はアクチュエータ制
御モジュール５２'を含む。
【００２６】
　図４を参照して、動作プロファイルを選択し、他のワイヤレス医療装置１２に知らせる
方法が示される。一実施形態において、ハブ装置１０は、情報パケット又はビーコンパケ
ットを使用して、地理的領域、現在の地理的位置又は動作プロファイルをアドバタイズす
る、例えばスター型ネットワークのマスタ装置として働く。ハブ１０は、ユーザ入力部５
４'及び全地球測位モジュール５６'及びインフラストラクチャネットワーク３０の少なく
とも１つを通じて、現在の地理的位置を決定する（Ｓ７０）。ロケーション管理モジュー
ル４６'は、決定された現在の地理的位置に従って、ハブ１０及びワイヤレス医療装置１
２が現在存在する地理的領域を決定する（Ｓ７２）。地理的領域の変化が検出される場合
（Ｓ７４）、ロケーション管理モジュール４６'は、プロファイルメモリ４８'から又はイ
ンフラストラクチャネットワーク３０を通じて遠隔ロケーションから、地理的領域に関連
する（複数の）動作プロファイルを取り出す（Ｓ７６）。ロケーション管理モジュール４
６'は、ステップＳ７６において取り出された動作プロファイルに従って動作するように
、通信モジュール５０'、５０"を制御する（Ｓ７８）。通信モジュール５０'は、ビーコ
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ように、トランシーバ４０'を制御する（Ｓ８０）。別の実施形態において、動作プロフ
ァイルは、情報パケットの一部として、例えばパケット／フレーム送信に埋め込まれ、動
作プロファイルは、ＭＡＣアドレスヘッダ又はＰＨＹ層に埋め込まれることができ、従っ
てアドバタイズされることができる。他の実施形態において、動作プロファイルではなく
地理的領域又は現在の地理的位置が、ワイヤレス医療装置１２にアドバタイズされる。ワ
イヤレス医療装置１２が、アドバタイズされた動作プロファイル又は地理的領域を受信し
たのち、パーソナルエリアネットワークが生成され（Ｓ８２）、生理学的データのモニタ
リング及び治療の提供が続きうる（Ｓ８４）。
【００２７】
　別の実施形態において、パーソナルエリアネットワークの装置１０、１２は、例えばメ
ッシュネットワークのようなピアツーピア構成で動作する。１つの装置が、地理的領域の
変化を検出し、動作プロファイルの変更を必要とする場合、当該変化を検出した装置１０
、１２は、地理的領域及び必要とされる動作プロファイルの少なくとも一方をアドバタイ
ズする。装置が、全地球測位モジュール５６、５６'を有する場合、それは、現在の地理
的位置をアドバタイズすることもできる。アドバタイズされたモード切り替えコマンドを
聞くと、近傍のワイヤレス装置１０、１２のロケーション管理モジュール４６、４６'は
、それに応じてトランシーバ４０、４０'、４０"を制御する。
【００２８】
　本発明は、好適な実施形態に関して記述された。当業者であれば、先行する詳細な説明
を読み理解することにより、変形及び変更が思い付くであろう。本発明は、そのようなす
べての変形及び変更が添付の請求項又はそれと等価なものの範囲内にある限り、それらを
すべて含むものとして理解されうることが意図される。

【図１】 【図２】
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